
知事陳情第１弾の愛知県の大村秀章知事（左から４人目）に、フォーラムを
代表し要望書を届ける愛知県自動車会議所の山口真史会長（大村知事の左）
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動車関係21団体で構成する「自動車税制改革
フォーラム」による全国の知事への税制要望

活動が、大詰めを迎えようとしている。フォーラム
では、政府・与党による抜本改正の議論が行われる
本年を「勝負の年」と位置づけ、自動車ユーザーの
税負担軽減の実現に向け、7,800万ユーザーの声を
全国47都道府県の知事に届ける理解・要望活動を10
月初めから展開している。第1弾の大阪・愛知を皮
切りに精力的に要望活動が行われ、平成31年度税制
改正の議論が佳境に入る11月下旬には47都道府県全
ての知事に届け終わる見通しだ。

　知事への要望活動では、各都道府県のフォーラム
団体が集めた地元ユーザーの「生の声」として、ユ
ーザー自身がメッセージボードに意見や要望を書い
た写真資料も届けており、全国から約6,000人分の
「声」が集まっている。フォーラムでは、活動の集
大成として、国会議員にも要望活動を行うことにし
ており、平成29年度大綱に記されている、自動車税
などの保有課税の負担軽減をはじめ抜本見直しの実
現につなげていくことにしている。

（関連記事は2、7ページに掲載）

（主な記事はホームページ＝http://www.aba-j.or.jp＝にも掲載しています）
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自動車会議所
ニュース

▪内山田会長が自民党税制調査会幹部を訪問
▪11/17、11/18に「交通安全。アクション2018 お台場」開催
▪交通安全ポスター原画コンテスト表彰式開催
▪第99回全国自動車会議所専務理事会開催

♢ ♢ 主 な 内 容 ♢ ♢
▪フォーラムが税負担軽減を訴える「街頭活動」を全国展開
▪東京都がディーゼル車を集中検査［東京都］
▪「自動車なんでも無料相談所」を開設［愛知県］
▪「エコライフ車塾」2018を開催［富山県］
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自動車税などの負担軽減に向け、国会議員にも要望

全国47都道府県知事へ
ユーザーの声を届ける活動が大詰めへ

自動車税制改革フォーラム
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た活動と連動して党税調幹部を訪問。自動車ユーザ
ーが課せられている９種類・８兆円、租税収入の１
割近くを自動車ユーザーが負担する理不尽でクルマ
偏重の税体系の見直しの実現に向けて、自動車ユー
ザーと自動車業界共通の要望である２点の実現を求

本自動車会議所の内山田
竹志会長は11月7日、自

民党税制調査会幹部を訪問し、
「自動車関係諸税の負担軽減・
簡素化」を求める要望活動を行
った。訪問したのは、宮沢洋
一税調会長（参議院議員）、甘
利明税調副会長（衆議院議員）、
後藤茂之税調幹事（同）の3氏。
内山田会長は、全国7,800万ユ
ーザーの声であるとして、「ま
ず第1点目として、自動車税は
国際的水準である現行の軽自動
車税を基準に引き下げること。
第2点目は、消費税引き上げ後
の自動車ユーザーの税負担増を
回避すること」を要望し、ユー
ザー負担軽減の実現を強く訴え
た。
　当会議所もメンバーである、
日本自動車連盟（JAF）など自
動車関係21団体から成る「自動
車税制改革フォーラム」では、
全国7,800万ユーザーの声を全
国47都道府県知事に届ける理
解・要望活動を展開しており、
11月末までに全知事に届ける見
通しだ。内山田会長は、こうし

めた。
　12月中旬に予定されている税制改正大綱取りまと
めに向けて、内山田会長は引き続き与党幹部に直接、
要望活動を行っていく予定である。

後藤税調幹事（左）に要望書を手渡す内
山田会長

宮沢税調会長（右）に要望書を手渡す内
山田会長

甘
利
税
調
副
会
長
（
左
）
に
要
望
す
る
内
山
田

会
長

日
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大勢の家族連れなどで賑わった「交通安全。アクション2017 お台場」の会場（2017年11月）

楽しみながら体験する交通安全啓発イベント

交通省、警察庁、警視庁交通部、東京都、江東区教
育委員会が後援し、当会議所の会員団体はじめ開催
の趣旨に賛同する官民合わせて49の参画団体・企業
が一体となって実施します。趣向を凝らしたステー
ジや16のブースプログラムに加え、ブースをまわっ
てスタンプを５個以上集めた参加者に、協力団体・
企業のノベルティー・グッズなどの景品をプレゼン
トする「スタンプラリー」も実施します。このほか、
飲酒運転根絶を訴えるパネル展示コーナーなども設
置します。

本自動車会議所は11月17日（土）、18日（日）
の両日、東京・江東区のパレットタウン内「メ

ガウェブ」で、交通安全の大切さやルールを楽しく
学べる体験型交通安全啓発イベント「交通安全。ア
クション2018 お台場」を開催します。開催時間は
17日、18日ともに11時～16時まで、入場・参加は無
料です。
　「交通安全。アクション」は、春と秋の年２回開
催しており、春は全国交通安全運動期間中に、多く
の人々が訪れるターミナル駅「新宿」で、秋は家族
連れで賑わう東京・お台場で開催しています。「家
族で広げよう交通安全」をテーマに、体験を通じて
家族で交通安全のルールや安全行動の大切さを啓発
するイベントとして定着しています。
　昨年の交通事故死者数は3,694人で、警察庁が保
有する昭和23年以降の統計で最少となるなど、交通
事故死者数は減少傾向にあります。しかし、依然、
高齢者の死者数が全体の半数を占めるなど、交通事
故情勢は厳しい概況が続いています。このため、子
どもから高齢者まで、交通安全について楽しく学ん
でいただけるステージやブースプログラムを用意し
て、より多くの皆さまに発信していきます。
　「交通安全。アクション2018 お台場」は、国土

日

11月17日（土）、18日（日）
東京・江東区のパレットタウン内「メガウェブ」で開催

「交通安全。アクション2018 お台場」「交通安全。アクション2018 お台場」「交通安全。アクション2018 お台場」

「交通安全。アクション2017 お台場」でも大人気だった
白バイ搭乗体験
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本自動車会館（入館14法人）は10月17日、東
京・港区の同会館「くるまプラザ」会議室で

交通安全ポスター原画コンテストの表彰式を行っ
た。同コンテストは社会貢献活動の一環として2007
年から実施されており、12回目を迎える今回は、9
月10日の締切日までに108作品の応募があった。全
応募作品は同月11日から会館1階のエントランスホ
ールに展示され、入館法人の職員や来館者などによ
る投票結果を基に、選考委員会（委員長：永塚誠一
日本自動車工業会副会長）にて4作品が入賞作品に
選ばれた。最優秀賞に輝いたのは、福岡県在住の荻
野佳子さんの作品で、賞金10万円と賞状が贈られ
た。
　表彰式は「交通安全」をテーマにした、当会議所
の第252回会員研修会に先立って行われ、最優秀賞
の荻野さんは欠席したが、入賞された李多顯さん、
高山結さん、原優風さんの３人が出席。永塚委員長
から受賞者に賞状と賞金が贈呈されると、出席者か
ら大きな拍手を浴びていた。永塚委員長による賞
状・賞金贈呈の後、選考委員会委員で日本美術アカ
デミー理事の戸田吉彦氏が講評を行い、次のように

述べた。
　「第１回目からこのコンテストにかかわってきま
したが、今回は特徴的な傾向が見て取れます。１つ
は、最優秀作も含め『高齢者の事故防止のためには
運転を卒業する時がやって来る』というメッセージ
の作品が多数提出されてきたことです。昨年は、自
動車メーカー側の事故防止対策である『サポカー』
について非常に多くの応募がありましたが、今年は、
ドライバー側から事故を減らしていくという視点を
持った作品が最優秀作品に選ばれました。
　２つ目が、優秀賞３作品がいずれも飲酒運転根絶
をテーマにしていることです。エントランスに展示
している飲酒関係のポスターをみると、多くが学生
などの若い人たちの作品です。これから社会に出る
若者たちの『飲酒運転はしてはいけないことだと肝
に銘じなければならない』という気持ちの表れでは
ないかと考えています」
　この後、李さん、高山さん、原さんの３人が受賞
の喜びや作品コンセプトを述べて表彰式が終了し、
続いて交通安全をテーマとした第252回会員研修会
が開催された

入賞作品の前で記念撮影をする（左から）戸田選考委員、原さん、高山さん、李さん、永塚選考委員長

日

永塚選考委員長（右）から受賞者の皆さんに賞金と賞状が
手渡された

表彰式でコンテストの講評をする戸田選考委員（日本美術
アカデミー理事）

応募108作品の中から４作品が入賞　　 最優秀賞は福岡県在住の荻野佳子さん
交通安全ポスター原画コンテスト 表彰式開催 日本自動車会館
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99回全国自動車会議所専務理事会が10月25、
26日の両日、福島県で開催された。会議には、

全国各自動車会議所から19名が出席し、日本自動車
会議所より最近の事業活動や当面の主要課題に関す
る説明の後、意見交換が行われた。
　会議は、日本自動車会議所の中島哲専務理事の挨
拶より始まり、畠山太作常務理事が同会議所平成30
年度上期の主な事業内容について総括的に報告した。
続いて、抜本改革に向けた「勝負の年」を迎えてい
る自動車税制に関する活動について、自動車税制改
革フォーラムによる全国知事陳情活動の取り組み状

本自動車連盟（JAF）はじめ自動車関係21
団体で構成する「自動車税制改革フォーラム」

は、10月初旬から自動車ユーザーの税負担軽減を訴
える街頭活動＝写真は10月25日、東京・JR田町駅
前＝を展開している。街頭活動は、大勢の人が集ま
る駅前をはじめ商業施設やイベント会場などでも行
われ、今年も北海道から九州・沖縄まで全都道府県
で実施。JAFを中心としたフォーラム団体のスタ
ッフらがチラシやウエットティッシュなどを配布し
ながら、ドライバーや道行く人たちにユーザーの税
負担軽減を訴えた。
　フォーラムでは、生活必需品であるクルマに過
重・複雑で不合理な税金が課せられているとして、
かねてから政府・与党などに「自動車関係諸税の簡
素化・負担軽減」を要望してきた。JAFのユーザー
アンケートでも、依然として自動車に課せられてい
る税金を負担と感じている自動車ユーザーが98％に

況、日本自動車会議所来年度税制改正要望書の概要
を中心に説明が行われた。
　次に、人材委員会の開催状況、交通安全活動とし
て「交通安全。アクション2018 新宿」（４月）の実
績報告と、11月17・18日に開催される「交通安全。
アクション2018 お台場」実施計画のほか、交通安
全啓発ポスターやデザインを一新したエコドライブ
啓発ポスターの展開状況などが報告された。後半は、
引き続き畠山常務より、昨年度一部返済が実現した
自賠責保険料積立金に関連して、その返済の継続を
求める「自賠制度を考える会」主催シンポジウム（９
月）の結果概要、昨年度大幅改定を行った日本自動
車会議所のHPの展開状況、「自動車保有関係手続の
ワンストップサービス（OSS）」の現状などについ
て説明があった。
　最後に、次回の本専務理事会について、来年２月
７・８日に神奈川県で開催されることが了承された。
　その後、参加者間で、全国知事陳情活動における
各都府県の調整状況を中心に質疑応答・意見交換が
行われ、会議は終了となった。

上ることから、今年度もユーザーと一緒になって発
信していく活動を継続する必要があるとして、引き
続き全都道府県で街頭活動を行うことにしている。
　また、「ユーザーの声を集める活動」、「全国の知
事への陳情活動」も全国展開をしており、３つの活
動の相乗効果により、12月中旬の税制改正大綱決定
に向けて、フォーラムでは一層世論を喚起していく
ことにしている。

第

日

第99回全国自動車会議所専務理事会を開催

最近の事業活動および
主要課題について意見交換
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京都環境局は10月5日、中央自動車道の石川
パーキングエリア（PA）で、トラック、バ

スなどディーゼル車の車両検査を実施した。同時に、
一般ドライバーに対して、環境に優しい運転「エコ
ドライブ」をPRした。
　自動車排ガスによる大気汚染を改善するため、九
都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、
川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）が10月を
ディーゼル車対策強化月間と位置づけている活動の
一環。粒子状物質の排出基準を満たさないディーゼ
ル車をゼロにするための取り組みで、各自治体は強
化月間中にそれぞれ集中的に車両検査を実施した。
　都は調査員20人を動員して石川PAの上下線のそ
れぞれで、駐車しているディーゼル車を検査＝写真
上＝。同時に、運転席にいる運転手に①ディーゼル
車規制のチラシ、②大気環境配慮型SS（e→As）利
用推奨チラシ、③アイドリング・ストップのパンフ
レット、④タオル──などが入ったPRグッズを手
渡した。上り線165台、下り線90台の合計255台を検
査。このうち運転手が不在の車を除く147台にPRグ
ッズを配布し、ディーゼル車規制の周知活動を行っ
た。

　また、PA施設の前にエコドライブをPRする幟を
立て、休憩に立ち寄る一般ドライバーに、各種チラ
シのほかに花の種、清涼菓子、ハンドタオルなどが
入ったグッズを手渡しながらエコドライブを呼びか
けた＝写真下＝。同グッズは上下線合わせて330部
を配布した。
　１都３県の条例により、平成15年10月から排出規
制不適合車の運行が禁止されて以来、年々違反車両
が減少しており、都の同日の検査では調査車両のう
ち適合しているかどうか不明な車両は２台だけだっ
た。　　　　　　　　　　〔東京都自動車会議所〕

検査登録手続き関係、運転免許・違反関係に関する
ものが上位を占めた。来場した約1,000名の方にア
ンケート調査へのご協力もいただいた。
　会場には、日本自動車会議所の協力を得て設置し
た敏捷性を測定する「クイックアーム」や、自動車
事故対策機構からは運転適性診断に使用する「動体
視力計」の体験、反射神経を判定する「クイックキ
ャッチ」、来場者の顔写真を撮影して作成する「顔
写真入り缶バッジ」のプレゼント等のコーナーを設
け、いずれも好評だった。
　その他にも、電動で回転する円筒形の展示パネル
「世界のナンバープレート」の設置や、ラグビーや
オリ・パラ等の特別仕様ナンバープレートに加え
て、豊田・春日井の地方版図柄入りナンバープレー
トの見本を展示した。特にカラフルな地方版図柄ナ

知県自動車会議所は10月12日及び13日の２日
間、名古屋市中区の金山総合駅コンコースに

おいて、今年度で13回目となる「自動車なんでも無
料相談所」を開設した。会場では愛知運輸支局等の
行政機関や自動車関係16団体から派遣された相談員
が36件の相談を受けた。相談内容は事故・保険関係、

平成30年11月10日(第910号) 自動車会議所ニュース

「自動車なんでも無料相談所」を開設

36件の多様な相談を受ける
愛知県自動車会議所

愛

東
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ンバーに興味を示される方が多く、価格や申し込み
方法に関する質問を受けた。
　また、本年は自動車税制改正に向けて「勝負の年」
ということもあり、自動車にかかる様々な税金の種
類や仕組みを説明するパネルを掲出し、自動車ユー
ザーの重すぎる税負担の現状を訴えた。
　さらに、中部運輸局が推進する観光プロジェクト
「昇龍道」や、「サポカー」のブースを設置し広報
活動に協力した。愛知県からも交通安全啓発グッズ
の配布が行われた。

山県自動車会議所は10月6日、11月3日の両
日、富山市の富山県運転教育センターで「エ

コライフ車
くるま

塾」2018を開催した。同塾は11月の「エ
コドライブ推進月間」に持続可能な社会を目指すた
めに取組む今年で10年目となる事業であり、地球温
暖化の最大原因がCO2（二酸化炭素）である現状
の中で「エコドライブ」には明日への地球のために
大きな可能性があるととらえ、「エコドライブ」の
具体的な実施方法やその効果・影響を自動車ユーザ
ーが理解・修得することを目的としている。近年ガ
ソリン代高騰が続いているが、エコドライブは誰も
がすぐに取り組める、家計（エコノミー）にも環境
（エコロジー）にも大きな効果の出る運転技術であ
る。リーフレットやステッカーでエコドライブの必
要性・重要性を理解するのみでなく、エコドライブ
の運転技術を当塾でしっかりと修得し、日々の生活
での定着へとつながる「エコドライブの実体感」を
キャッチコピーに開塾した。
　日本自動車連盟（JAF）富山支部の協力（座学講
師・インストラクター）のもと、富山県・富山県警
察本部・北陸信越運輸局富山運輸支局が後援した。
当所のホームページをはじめ、「エコドライブとや
ま推進協議会」の会長を当所桑名博勝会長が務める
こともあり、富山県のホームページにも参加塾生を
募集し、さらに県内各市町村の広報にもプレスリリ
ースを行った。参加者は、自動車ディーラー・一般

企業社員や経済同友会会員・関係団体職員、国家公
務員などの34名。また、昨年参加した「地域・職場
のリーダー」の３名がインストラクターとして加わ
る継続的なカリキュラムを採用した。カリキュラム
の実施内容は以下のとおり。
１．座学及び実地
◇一般塾生27名＝①地球温暖化防止に対する「座

学」、②エコドライブ技術の走法、得られる効果
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「エコライフ車塾」2018を開催

地球温暖化とエコドライブの適正技術を学ぶ
富山県自動車会議所

富

　平成30年秋の叙勲ならびに褒章で、日本自
動車会議所の会員団体・企業関係から多くの
方々が受章され、晴れの栄誉に輝かれた。
　叙勲では、元全日本交通安全協会会長で、
経済団体連合会会長、日本鉄鋼連盟会長など
多数の公職を務められた今井敬氏が桐花大綬
章を受章された。また、元トヨタ自動車社長、
元日本自動車工業会副会長の渡辺捷昭氏が旭
日大綬章、元横浜ゴム会長兼CEOで元日本ゴ
ム工業会会長の南雲忠信氏が旭日重光章、元
当会議所副会長で元全日本トラック協会会長
の星野良三氏が同じく旭日重光章、元愛媛県
自動車会議所会長で伊予鉄グループ会長の佐
伯要氏が旭日中綬章、元NOK社長の鶴正登
氏が同じく旭日中綬章、元日本塗料工業会会
長の乃一稔氏が旭日双光章、元全国オートバ
イ協同組合連合会会長の吉田純一氏が旭日小
綬章、元全国軽自動車協会連合会専務理事の
宮嵜拓郎氏が瑞宝中綬章をそれぞれ受章され
た。
　褒章では、元トヨタ自動車副社長の新美篤
志氏が藍綬褒章を受章された。

「秋の叙勲・褒章」
当会議所関係者多数が受章
桐花大綬章
　今井 敬氏（元全日本交通安全協会会長）
旭日大綬章
　渡辺 捷昭氏（元トヨタ自動車社長）
旭日重光章
　南雲 忠信氏（元横浜ゴム会長兼CEO）
　星野 良三氏（元当会議所副会長・
　　　　　　　 元全日本トラック協会会長）
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等の「座学」、③通常走行・エコドライブ走行の
実地、計測、④走行後の燃費データの比較、検証
（分析結果とその指導等をグループごとに地域・
職場のリーダー・受講生よりアドバイス）

◇地域・職場のリーダー４名＝①「通常運転走行」
の見学・学習、②燃費計測機の使い方講習会・一
般塾生への指導方法、指導チェックポイントの再
認、③一般塾生練習走行（１周目）、地域・職場
のリーダー・受講生による見本走行・レクチャ
ー、④走行後の燃費データの比較、検証（分析結
果とその指導等・グループごとにディスカッショ
ンタイム）、地域・職場のリーダー・受講生によ
るアドバイスサポート

２．修了証の交付
◇「全課程およびエコドライブ指導員修学課程」修

了証……４名
◇「全課程」修了証交付……27名
３．結果
　当日は、当会議所の竹橋和夫専務理事のあいさつ
を皮切りに、はじめに地球温暖化防止に対する「座
学」を行い、その後、同センター1.5kmの運転免許
試験コースで燃費計測装置を取り付けた車５台で通

常走行とエコドライブ走行を行い、各燃費を計測し、
データの比較と分析・検証をグループごとでのディ
スカッション方式で行った。最後に竹橋専務理事よ
り、成績優良者に修了証授与が行われた。
　参加塾生全員の燃費改善が見られ、「地域・職場
のリーダー」がインストラクターとして加わる当所
オリジナルの継続的なカリキュラムの成果が出たと
感じられる、大変に有意義な塾となった。

【結果】

平成30年11月10日(第910号) 自動車会議所ニュース

東京海上火災保険元社長
（当会議所会員元代表者）

樋口 公啓氏
　東京海上火災保険（現東京海上日動火災保険）元社
長の樋口公啓氏が10月16日、逝去された。82歳だった。

訃 報

・１ℓあたりの平均延びkm数（改善km）
　　　　　　　　　……3.1km/ℓ　（27名）
・平均燃費改善率……21％　（27名）
・改善率最高値……55.5％
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　1987年10月。福島県内で発生した交通事故。22歳の

女性が運転する乗用車が駐車中の大型ダンプカーに追

突。女性は頭を強く打ち、死亡した。ブレーキを踏ん

だ形跡はなく、わき見運転をしていたらしい、という

のが警察の見解だった。

　亡くなった女性はテニス仲間。仕事を終え、練習に

向かう途中の事故だった。私は彼女が来るはずだった

コートで事故の一報を聞き、仲間たちと現場に走った。

大破した乗用車の写真と、テニス仲間の集合写真から

抜き出した彼女の顔写真を、翌朝の新聞に載せた。写

真説明は「シートベルトは着用していた。乗用車は大

破、大型ダンプは無傷」と書いていた。衝突被害軽減

ブレーキなどという技術は、まったくない時代だっ

た。

　自動車業界において最も優先させるのは、どの時代

においても安全をどう追求するかということに尽きる

のだろう。自動車という存在は、多様な意味において

人（の暮らし）を守（支え）ることにあると思っている。

　今年６月、取材で出会った人たちと再会する機会を

　今ならその死を防げたかもし

れない。黄ばみがかったスクラ

ップブックをめくりながら、ふ

と思った。

得た。日本交通科学学会。医療、工学、行政などの研

究者や実務担当者らを会員とする専門家の集まりだ。

その年の総会を切り盛りする総会・講演会長を、工学

と医学の専門家が交互に務めている。あまたある学会

のなかでは珍しい運営方法だ。

　テーマは「技術革新で交通社会の安全を」。今年の

総会・講演会長を担った松井泰浩氏（交通安全環境研

究所主席研究員）は「交通事故から人の命を救うには、

医療、警察、工学など各分野の技術の結集が必要。人

の命を考えると、やるべき課題は多い」と呼びかけて

いた。松井氏とは、東北地方での居酒屋でお話を伺っ

て以来だが、素
し ら ふ

面でもほろ酔いでも、情熱は不変だった。

　次回の総会・講演会長に就く益子邦洋氏とは、20年

ぶりの再会だった。社会部の記者時代、『ひと』とい

う欄に書かせていただいたことがある。益子氏は、救

命救急医療の第一人者。出会った時は日本医科大学の

助教授だった。ドクターヘリやドクターカーへの造詣

も深い。

　松井氏（工学）が事故を起こさない技術確立をテー

マに掲げ、益子氏（医学）は事故が起きてしまった時、

いかに命を救うかに挑んでいる。

　両氏に関わる記事のスクラップもやや黄ばみ始めて

いるが、何一つ、風化してはいない。
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